
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

付
加
価
値
の
高
い
体
験
提
供

提案を強化を強化をを

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
販
売
拡
大
に
重
点

エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

Ｄ
Ｘ
、エ
リ
ア
開
発
　

深
化
、拡
張

旅
ホ
連
会
員
、自
治
体
と
連
携

ツーリズム事業本部長

専務執行役員

西松　千鶴子　氏

エリアソリューション事業部長

取締役　常務執行役員

森口　浩紀　氏
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―
―
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
２
０

２
４
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
「

年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
旅
行
需
要
の
本
格
的
な
回
復
の

中
で
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
再
生

と
新
領
域
拡
大
に
よ
る
成
長
に
向

け
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
１
年
だ
っ

た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
『
成
長
モ

デ
ル
の
見
え
る
化
』
を
掲
げ
、
市

場
の
伸
び
を
捉
え
る
と
同
時
に
、

次
に
つ
な
が
る
新
た
な
領
域
の
事

業
を
具
現
化
す
る
と
い
う
二
軸
で

動
い
て
き
た
。
観
光
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
で
は
、
異
常
気
象
や
天

災
、
日
本
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

の
回
復
の
遅
れ
、
国
内
旅
行
に
つ

い
て
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

拡
大
に
伴
う
価
格
高
騰
や
客
室
不

足
、
加
え
て
直
販
化
が
さ
ら
に
進

ん
だ
。
そ
う
し
た
環
境
変
化
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
」

　
―
―
旅
行
販
売
の
状
況
は
。

　
「
国
内
旅
行
の
販
売
額
の
う
ち

個
人
領
域
は
前
年
比
１
０
３
・
４

％
と
伸
び
た
が
、
市
況
の
伸
び
に

比
べ
る
と
少
し
鈍
い
。
法
人
な
ど

一
般
団
体
は

年
度
の
数
値
を
超

え
、
教
育
旅
行
は
過
去
最
高
と
な

っ
た
。
一
方
で
海
外
旅
行
は

年

度
比
で

％
程
度
の
回
復
に
と
ど

ま
っ
た
」

　
―
―
成
果
に
つ
い
て
は
。

　
「
Ｍ
Ｌ
Ｂ
東
京
シ
リ
ー
ズ
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
、
そ
れ
を
体
験
価
値
の
高
い

商
品
に
転
換
で
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ

関
連
で
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
と
サ
ッ
カ

ー
や
地
域
を
起
点
と
し
た
交
流
の

促
進
で
提
携
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と

交
流
創
造
事
業
は
親
和
性
が
高

く
、
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

国
内
旅
行
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
『
日
本

の
旬
』で
は
、上
期
の『
北
陸
』、

下
期
の
『
京
都
・
奈
良
・
滋
賀
』

で
新
し
い
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発

掘
で
き
た
。

年
度
下
期
の
『
沖

縄
』
で
も
成
果
を
上
げ
た
い
」

　
―
―

年
度
の
宿
泊
販
売
目
標

の
達
成
状
況
は
。

　
「
上
期
の
滑
り
出
し
で
プ
ラ
ン

確
保
に
課
題
が
あ
っ
た
が
、
期
中

で
挽
回
を
図
っ
た
。
目
標
到
達
ま

で
わ
ず
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
た
め
、

年
度
の
課
題
を
生

か
し
、

年
度
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」

　
―
―
新
し
い
国
内
客
室
管
理
ツ

ー
ル
の
運
用
に
つ
い
て
は
。

　
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
強
み
は
、
法
人
・

個
人
、
日
本
人
・
訪
日
外
国
人
と

い
う
多
様
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
店
舗

・
Ｗ
ｅ
ｂ
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と

い
う
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
持

っ
て
い
る
こ
と
で
、
新
し
い
ツ
ー

ル
は
宿
泊
日
に
対
し
て
早
い
段
階

か
ら
宿
泊
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
販

売
で
き
る
仕
組
み
だ
。
旅
ホ
連
会

員
の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
売

り
時
を
し
っ
か
り
捉
え
て
、
付
加

価
値
の
高
い
体
験
を
お
客
さ
ま
に

提
供
し
て
い
き
た
い
」

　
―
―

年
の
旅
行
市
場
は
。

　
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
旅
行
動
向
見
通
し

で
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
は


年
比
で
人
数
が
１
０
２
・
７
％
、

総
消
費
額
が
１
０
３
・
８
％
を
見

込
む
。
人
数
、
消
費
と
も
に
コ
ロ

ナ
前
の

年
を
上
回
る
見
通
し

だ
。
海
外
旅
行
は
回
復
が
進
ん
で

い
る
が
、

年
比
で
人
数
が

・

３
％
、
総
消
費
額
が

・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
訪
日
外
国

人
旅
行
の
人
数
は
過
去
最
高
の
年

間
４
０
２
０
万
人
を
見
込
ん
で
い

る
。
国
内
旅
行
と
訪
日
外
国
人
旅

行
に
つ
い
て
は
、
大
阪
・
関
西
万

博
、
東
京
で
の
世
界
陸
上
や
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
『
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア

沖
縄
』
の
開
業
な
ど
プ
ラ
ス
要
素

が
多
い
」

　
―
―

年
度
に
お
い
て
重
視
す

る
取
り
組
み
は
。

　
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

年
度

方
針
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

『
未
来
か
ら
現
在
（
い
ま
）
を
つ

く
る
』
を
掲
げ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

を
『
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
の
加

速
』
と
し
て
い
る
。

年
度
か
ら

海
外
旅
行
と
国
内
旅
行
そ
れ
ぞ
れ

に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
改
革
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
未
来
を
見

据
え
た
変
革
を
進
め
て
い
る
。

『
お
客
様
起
点
』
と
し
て
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
目
線
を
置
い
た
成
長
サ

イ
ク
ル
を
再
構
築
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
発
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
商
品
や

仕
組
み
で
し
っ
か
り
つ
な
い
で
い

く
。
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
や

ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
商
品
の
提

供
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
展
開
な
ど
を
一
体
的
に
進
め
て

い
く
」

　
―
―
店
舗
と
Ｗ
ｅ
ｂ
、
デ
ジ
タ

ル
と
リ
ア
ル
を
融
合
さ
せ
た
提

案
、
販
売
の
取
り
組
み
は
。

　
「
個
人
領
域
で
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｏ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の

融
合
）
を
強
化
し
て
い
る
。
リ
ア

ル
か
ら
ウ
ェ
ブ
、
あ
る
い
は
ウ
ェ

ブ
か
ら
リ
ア
ル
と
い
う
双
方
向
の

流
れ
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
も
加

え
た
基
盤
が
で
き
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
販

売
に
お
け
る
Ｕ
Ｉ
・
Ｕ
Ｘ
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
、
店
舗
や
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
専
門
性
の
高
い

人
財
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
進
め
る
が
、

最
終
的
に
は
、
人
に
し
か
提
供
で

き
な
い
価
値
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
強
み
と

し
て
大
事
に
し
た
い
」

　
―
―
好
調
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
需
要
の
取
り
込
み
は
。

　「
宿
泊
目
標
に
関
し
て
は
う
ち

６
割
以
上
を
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売
で
獲
得

す
る
計
画
だ
。Ａ
ｇ
ｏ
ｄ
ａ
社
と

の
連
携
や
、Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ

ｃ
ｏ
ｍ

社
と
の
連
携
で
立
ち
上
げ
た
Ｊ
Ｔ

Ｂ
　
Ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｒ
ｉ

ｐ
、自
販
サ
イ
ト
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
』と
い
っ
た
チ
ャ
ネ
ル

を
活
用
し
て
い
く
。訪
日
の
仕
入

業
務
に
は
専
任
担
当
を
配
置
し
、


年
度
に
は
参
画
宿
泊
施
設
数
の

拡
大
に
注
力
し
た
。
年
度
は
販

売
拡
大
に
重
点
を
置
い
て
い
く
」

　
―
―
旅
ホ
連
と
の
連
携
に
つ
い

て
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
変
革
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ

て
も
、
お
客
さ
ま
に
サ
ー
ビ
ス
を

お
届
け
で
き
る
の
は
、
旅
ホ
連
の

皆
さ
ま
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ

と
感
謝
し
て
い
る
。
仕
入
機
能
を

各
地
域
の
支
店
な
ど
に
移
管
し
た

『
法
個
仕（
法
人
・
個
人
・
仕
入
）

体
制
』に
な
っ
て
４
年
目
を
迎
え
、

自
治
体
へ
の
橋
渡
し
や
コ
ン
テ
ン

ツ
の
共
同
開
発
な
ど
、
旅
ホ
連
と

の
連
携
に
つ
い
て
も
実
績
が
積
み

重
な
っ
て
き
た
。

年
度
の
宿
泊

販
売
目
標
、
さ
ら
に
は

年
度
の

目
標
達
成
に
向
け
、
旅
ホ
連
会
員

の
皆
さ
ま
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
に
引
き
続
き
、

Ｄ
Ｍ
Ｃ

や
仕
入
販
売
部
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り
や
魅
力
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
の
造
成
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
」
　
　

　
―
―

年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
「
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
お
け
る
中
期
経
営
計
画
フ
ェ

ー
ズ
２
の
テ
ー
マ
を
『
開
発
と
成

長
』
と
定
め
、

年
度
の
重
点
テ

ー
マ
を『
進
化
と
拡
大
』と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
内
外
と
の
共
創
に
よ
る

事
業
展
開
を
加
速
し
、
観
光
地
を

面
で
活
性
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
伸

展
に
取
り
組
ん
だ
」

　
―
―
三
つ
の
領
域
の
う
ち
「
観

光
Ｄ
Ｘ
領
域
」
の
成
果
は
。

　
「
旅
ナ
カ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通

が
拡
大
し
た
１
年
だ
っ
た
。
事
業

者
向
け
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野

で
は
、
観
光
施
設
向
け
の
『
Ｇ
Ｆ

Ｊ
チ
ケ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
』
の
販
売
流
通
額
が
前
年
比
１

２
０
％
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業

者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム『
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｂ
Ó
Ｋ
Ｕ
Ｎ
』

の
販
売
流
通
額
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
拡
大
に
伴
い
、
前
年
度
比

３
４
２
％
と
な
っ
た
」

　
「
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
向
け
の
分

野
で
は
、
地
域
共
創
基
盤
を
は
じ

め
と
し
た
デ
ー
タ
基
盤
の
導
入
数

が
前
年
度
並
み
を
維
持
し
た
ほ

か
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
『
観
光
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
』
を
開
始
し
、
九
州
を
中

心
に
全
国
で
計

回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
」

　
―
―
「
観
光
地
整
備
・
運
営
支

援
領
域
」
の
取
り
組
み
は
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
個
人

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
契
約
自
治
体

に
お
け
る
寄
付
額
の
最
大
化
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
年
間
寄
付
額
は

過
去
最
高
を
更
新
し
、
前
年
度
比

１
１
３
％
と
な
っ
た
」

　
「
『
Ｊ
Ｔ
Ｂ
商
事
』
の
関
連
で

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど

で
宿
泊
施
設
の
客
室
稼
働
率
が
上

昇
し
た
こ
と
で
、
消
耗
品
販
売
な

ど
の
取
り
扱
い
を
伸
ば
し
た
。
ま

た
、
リ
ブ
ラ
ン
ド
を
含
む
複
数
の

新
規
開
業
ホ
テ
ル
の
案
件
を
獲
得

し
、
装
備
品
販
売
も
前
年
度
を
超

え
る
実
績
と
な
っ
た
」

　
「
『
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
ズ
』
に
お
い
て
は
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
対
面
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
決
済
額
が
過
去
最
高
と

な
っ
た
。新
た
な
取
り
組
み
で
は
、

産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
化
、

透
明
化
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

『
Ｗ
ａ
Ｒ
ｅ
Ｓ
Ｓ
』
を
開
発
し
特

許
を
取
得
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
が
有
す
る
金
融
・
決
済
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
産
業
廃
棄
物
処

理
の
費
用
を
透
明
化
す
る
こ
と

で
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
業
務

効
率
化
に
貢
献
で
き
、
宿
泊
施
設

へ
の
導
入
も
始
ま
っ
て
い
る
」

　
―
―「
エ
リ
ア
開
発
領
域
」は
。

　「
地
域
を
面
で
活
性
化
す
る
と

い
う
観
点
で
は
、小
豆
島（
香
川

県
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
取
り

組
ん
だ
。地
元
の
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、さ
ま
ざ
ま
な
民
間
企
業
と
連

携
し
て『

年
先
の
小
豆
島
を
つ

く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
発
足
す

る
と
と
も
に
、シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

事
業
を
開
始
し
た
ほ
か
、バ
ス
や

船
の
自
動
運
転
、ド
ロ
ー
ン
の
空

撮
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実
証
実
験
を

実
施
し
た
。今
後
も
取
り
組
み
を

拡
大
す
る
。ま
た
、大
型
テ
ー
マ
パ

ー
ク『
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
』の
開

業
を
控
え
る
沖
縄
北
部
エ
リ
ア
で

は
、２
次
交
通
の
開
発
な
ど
を
関

係
者
と
連
携
し
て
継
続
的
に
進
め

た
。他
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
も
、地

元
の
関
係
者
や
協
業
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
関
係
性
を
強
化
し
、開
発
候

補
案
件
の
拡
充
に
注
力
し
た
」

　
「
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
法

人
か
ら
の
受
託
業
務
と
し
て
、
入

場
の
仕
組
み
を
提
供
し
た
り
、
一

部
パ
ビ
リ
オ
ン
の
運
営
を
受
託
し

た
り
し
て
い
る
。旅
行
商
品
で
は
、

万
博
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
セ
ッ
ト
に
し
た

個
人
向
け
商
品
の
販
売
も
開
始
し

た
。
ま
た
、
協
賛
事
業
と
し
て
万

博
公
式
サ
イ
ト
内
の
観
光
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
お
り
、
万

博
を
訪
れ
る
国
内
外
の
お
客
さ
ま

に
全
国
各
地
の
旅
ナ
カ
体
験
を
提

案
し
て
い
る
。
現
時
点
で
５
０
０

件
以
上
の
着
地
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を

掲
載
し
て
お
り
、
全
国
各
地
へ
の

周
遊
を
促
進
し
て
い
る
」

　
―
―

年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
「

年
度
の
重
点
テ
ー
マ
は

『
深
化
と
拡
張
』
。
各
事
業
の
領

域
拡
大
や
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
事
業
間

連
携
の
加
速
に
よ
っ
て
事
業
の
厚

み
と
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
、

年

度
か
ら
始
ま
る
中
期
経
営
計
画
第

３
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
飛
躍
の
１

年
と
し
た
い
」

　
「
『
観
光
Ｄ
Ｘ
領
域
』
で
は
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
と
面
的
拡
大
に
よ
り
、
旅
行
者

の
体
験
価
値
の
向
上
に
寄
与
し
た

い
。
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

に
よ
っ
て
観
光
施
設
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
事
業
者
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ

ク
セ
ス
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
。
ま
た
、
観
光
事
業
者

の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
た
い
。
こ
の

領
域
で
は
Ａ
Ｉ
の
組
み
込
み
も
鍵

に
な
る
と
考
え
て
い
る
」

　
「
『
観
光
地
整
備
・
運
営
支
援

領
域
』
で
は
、
各
事
業
に
お
け
る

基
盤
の
安
定
化
に
向
け
た
競
争
優

位
性
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
事
業
開

発
、
領
域
拡
大
、
戦
略
的
な
連
携

・
協
業
の
推
進
に
取
り
組
む
」

　「『
エ
リ
ア
開
発
領
域
』で
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も

に
、
そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
大
阪
Ｉ
Ｒ

（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
の
開
業
に

向
け
た
開
発
に
つ
な
げ
た
い
。
取

り
組
み
の
一
例
で
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

複
数
の
企
業
と
大
阪
・
道
頓
堀
エ

リ
ア
に
開
設
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
施
設
で
、
３
月
末
か
ら

『
Ｘ
Ｒ
―
Ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
＆
Ｖ

ａ
ｒ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
　
Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
』
を
開
始
し
た
。
日
本
の
伝

統
芸
能
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

Ⅴ
Ｒ
で
楽
し
む
と
と
も
に
、
夜
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
シ
ョ
ー
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
増
加

が
見
込
ま
れ
る
訪
日
外
国
人
を
念

頭
に
、
地
域
に
お
け
る
滞
在
や
消

費
の
拡
大
に
つ
な
が
る
ナ
イ
ト
コ

ン
テ
ン
ツ
に
育
て
て
い
き
た
い
」

　
―
―
旅
ホ
連
と
の
連
携
は
。

　「
旅
ホ
連
の
皆
さ
ま
は
、各
地
域

に
お
け
る
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー

だ
。お
客
さ
ま
に
地
域
を
訪
れ
て

い
た
だ
く
た
め
、Ｄ
Ｘ
な
ど
を
通

じ
て
宿
泊
事
業
者
の
生
産
性
向

上
、お
客
さ
ま
の
満
足
度
向
上
に

貢
献
し
て
い
く
。地
域
の
顔
で
あ

る
旅
ホ
連
の
皆
さ
ま
に
は
、地
域

を
盛
り
立
て
る
た
め
、地
域
へ
の

橋
渡
し
的
な
役
割
を
お
願
い
し
た

い
。例
え
ば
、旅
ホ
連
の
宮
﨑（
光

彦
）会
長
の
地
元
、道
後
温
泉
で
は

『
デ
ジ
タ
ル
温
泉
都
市
構
想
』の
も

と
、松
山
市
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
地
域
連

携
協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。旅
ホ
連
、自
治
体
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

一
体
と
な
っ
て
Ｄ
Ｘ
や
さ
ま
ざ
ま

な
開
発
を
進
め
る
好
事
例
な
の

で
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を
全
国

各
地
に
広
げ
て
い
き
た
い
」


